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一
面
　
Ｊ
Ａ
Ｓ
製
材
品
展
示
会
を
全
国

　
　
　
六
会
場
で
実
施

二
面
　
中
型
グ
ル
ー
プ
共
済
の
加
入
拡

　
　
　
充
を

三
面
　
主
要
建
設
資
材
需
要
見
通
し

四
面
　
景
況
調
査
　
今
年
の
ポ
ス
タ
ー

Ｊ
Ａ
Ｓ
製
材
品
普
及
推
進
展
示
会

全
国
６
会
場
で
実
施

　
平
成
二
十
三
年
度
の
Ｊ
Ａ
Ｓ
製
材
品

普
及
推
進
展
示
会
（
農
林
水
産
祭
参
加

行
事
）
は
、
別
表
の
日
程
で
開
催
す
る

こ
と
と
な
っ
た
（
一
部
既
報
）。展
示
会

を
通
じ
、
Ｊ
Ａ
Ｓ
製
材
品
の
流
通
の
拡

大
と
普
及
を
図
り
、
ま
た
製
品
品
質
の

改
善
、
生
産
技
術
の
向
上
・
合
理
化
、

取
引
の
単
純
公
正
化
及
び
消
費
の
合
理

化
を
進
め
る
こ
と
が
開
催
の
趣
旨
。

　
主
催
は
、
全
国
木
材
組
合
連
合
会
　

全
日
本
木
材
市
場
連
盟
　
全
国
木
材
市

売
買
方
組
合
連
盟
の
共
催
。

　
全
木
連
は
特
に
、
都
府
県
木
連
へ
開

催
日
時
の
通
知
と
出
荷
要
請
を
行
う
。

市
場
地
域
の
都
府
県
木
連
に
対
し
て
は
、

都
府
県
木
連
か
ら
認
定
工
場
へ
、
各
会

場
へ
の
出
荷
方
法
等
を
具
体
的
に
記
載

し
た
も
の
を
添
付
し
強
く
出
荷
要
請
を

す
る
。
こ
の
ほ
か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と

業
界
紙
に
、
Ｊ
Ａ
Ｓ
展
の
開
催
案
内
と

出
荷
方
法
等
必
要
な
も
の
を
掲
載
し
広

く
周
知
す
る
。

　
一
、
開
催
目
的

　
Ｊ
Ａ
Ｓ
製
材
品
は
、
品
質
・
性
能
が

保
証
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
建
築
・
設

計
等
の
需
要
者
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
信

頼
さ
れ
る
製
材
品
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
Ｊ
Ａ
Ｓ
製
材
品
の
普
及

を
図
る
た
め
Ｊ
Ａ
Ｓ
製
材
品
普
及
推
進

展
示
会
を
開
催
し
、
Ｊ
Ａ
Ｓ
製
材
品
の

流
通
の
拡
大
と
普
及
を
図
り
、
も
っ
て

製
品
品
質
の
改
善
、
生
産
技
術
の
向
上

・
合
理
化
、
取
引
の
単
純
公
正
化
及
び

消
費
の
合
理
化
を
進
め
る
こ
と
と
す
る
。

　
二
、
主
催
者

　
全
国
木
材
組
合
連
合
会
、
全
日
本
木

材
市
場
連
盟
、
全
国
木
材
市
売
買
方
組

合
連
盟
の
共
催
と
す
る
。

　
三
、
後
援

　
農
林
水
産
省
消
費
・
安
全
局
、
林
野

庁
、
開
催
地
の
都
道
府
県
の
予
定

　
四
、
協
賛

　
全
国
木
材
検
査
・
研
究
協
会
、
開
催

地
区
関
係
団
体

　
五
、
実
施
事
項

　
①
三
大
都
市
圏
及
び
主
た
る
地
方
都

市
に
お
け
る
市
場
で
、
Ｊ
Ａ
Ｓ
製
材
品

普
及
推
進
展
示
会
を
開
催
し
、
当
該
製

品
の
展
示
を
行
う
。

　
②
開
催
の
各
木
材
市
場
は
、
特
定
日

を
定
め
て
Ｊ
Ａ
Ｓ
製
材
品
の
展
示
・
即

売
会
を
行
う
。

　
③
主
催
者
は
、
農
林
水
産
際
参
加
の

趣
旨
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
及
び
積
極

的
に
出
品
す
る
よ
う
各
団
体
傘
下
の
事

業
所
に
対
し
て
十
分
周
知
徹
底
す
る
。

　
④
開
催
の
各
木
材
市
場
は
、
関
係
都

道
府
県
木
連
と
協
調
し
、
Ｊ
Ａ
Ｓ
製
材

品
の
集
荷
及
び
展
示
に
努
め
る
。

六
、
実
行
委
員
会
等
の
設
置
等

　
展
示
会
を
円
滑
、
か
つ
、
効
果
の
あ

る
よ
う
に
推
進
す
る
た
め
、
関
係
業
界

団
体
及
び
関
係
木
材
市
場
の
担
当
者
を

委
員
と
し
、
ま
た
、
関
係
行
政
機
関
の

担
当
者
を
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
委
員

会
を
設
置
し
、
次
の
事
項
を
行
う
。
①

展
示
会
の
運
営
方
法
等
に
つ
い
て
協
議

決
定
す
る
②
展
示
会
出
品
者
の
表
彰
に

係
る
総
合
調
整
を
行
う
③
審
査
委
員
会

の
委
員
の
人
選
を
行
う
。

　
七
、
審
査
結
果
の
公
表
等

　
別
に
定
め
る
審
査
要
領
に
基
づ
き
、
審
査

し
た
結
果
に
よ
り
入
賞
者
の
公
表
を
行
う
。

　
八
、
賞
状
の
授
与

　
賞
は
、
農
林
水
産
大
臣
賞
、
農
林
水

産
省
消
費
・
安
全
局
長
賞
、
林
野
庁
長
官

賞
、
全
国
木
材
組
合
連
合
会
会
長
賞
、
全

日
本
木
材
市
場
連
盟
会
長
賞
、
全
国
木
材

市
売
買
方
組
合
連
盟
会
長
賞
を
授
与
す
る
。

　
九
、
展
示
会
場
（
四
面
別
表
）

　
七
月
五
日
に
、
東
日
本
大
震
災
被
害

復
旧
の
た
め
の
第
二
次
補
正
予
算
案
が

閣
議
決
定
さ
れ
た
。
総
額
は
約
二
兆
円

で
森
林
・
木
材
産
業
等
に
関
連
す
る
も

の
は
、
木
質
系
震
災
廃
棄
物
等
を
活
用

し
、
持
続
的
か
つ
安
定
的
に
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
供
給
す
る
可
能
性
の
調
査
に
一
億

円
、
森
林
内
に
お
け
る
放
射
性
物
質
の

分
布
状
況
等
に
関
す
る
調
査
に
二
億
円
、

ま
た
、
中
小
企
業
対
策
と
し
て
中
小
企

業
等
の
グ
ル
ー
プ
の
施
設
復
旧
・
整
備

の
支
援
に
一
百
億
円
（
一
次
補
正
の
拡

充
）、再
生
企
業
に
対
す
る
利
子
補
給
一

八
四
億
円
な
ど
。

　
第
二
次
補
正
予
算
案
閣
議
決
定

　
〜
東
日
本
大
震
災
関
連
対
策
〜
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中
型
グ
ル
ー
プ
共
済
の
加
入
拡
充
を

　割
安
な
掛
金
で

　　
　
大
き
な
保
障

　　
　
月
額
４
８
６
円

　掛
金
は
　　
歳
男
性
な
ら

４５

こ
ん
な
場
合
に

　　　お
役
に
立
ち
ま
す

　
こ
の
制
度
の
特
徴
は
、
割
安
な
掛
金

で
大
き
な
保
障
が
得
ら
れ
る
こ
と
、
簡

単
な
手
続
き
で
加
入
で
き
る
こ
と
、
一

年
更
新
の
た
め
経
済
情
勢
に
あ
わ
せ
必

要
な
保
障
額
を
選
べ
る
こ
と
、
掛
金
は

損
金
ま
た
は
必
要
経
費
に
参
入
で
き
る

こ
と
な
ど
。

　
▼
二
十
六
歳
男
性
。
工
場
で
フ
ォ
ー

ク
リ
フ
ト
と
木
材
の
間
に
挟
ま
れ
、
足

を
骨
折
。
入
院
給
付
金
を
給
付
。

　
▼
二
十
九
歳
男
性
。
ス
キ
ー
の
間
に

骨
折
。
入
院
給
付
金
給
付
。

　
▼
四
十
九
歳
男
性
。
ト
ラ
ッ
ク
に
荷

物
の
積
込
み
中
、
足
を
滑
ら
せ
て
ト
ラ

ッ
ク
の
荷
台
か
ら
転
落
。
入
院
給
付
金

を
給
付
。

◎保障内容

◎月額掛金 （単位：円）

Ⅴ型Ⅳ型Ⅲ型Ⅱ型Ⅰ型型

①

②

③

④

〈死亡・高度障害保険金＋
災害保険金（障害給付金）〉

※うち災害保険金（障害給付金）

〈死亡・高度障害保険金〉

〈障害給付金第2級～第6級〉

（120日限度）
〈入院給付金〉

不慮の事故による
死亡・高度障害のとき

病気による
死亡・高度障害のとき

不慮の事故で
障害状態になられたとき

不慮の事故で
5日以上入院されたとき

2,000万円

1,000万円

700～100

15,000円

1,400万円

700万円

490～70

10,500円

1,100万円

550万円

385～55

8,250円

660万円

330万円

231～33

4,950円

220万円

110万円

77～11

1,650円

※1,000万円 ※700万円 ※550万円 ※330万円 ※110万円

程度により

万円

程度により

万円

程度により

万円

程度により

万円

程度により

万円

1日につき 1日につき 1日につき 1日につき 1日につき

型
Ⅰ型 Ⅱ型 Ⅲ型 Ⅳ型 Ⅴ型

加入年齢 性別
男性
女性
男性
女性
男性
女性
男性
女性
男性
女性
男性
女性
男性
女性
男性
女性
性別
男性
女性

型

Ⅴ型
（更新される方のみ）

15～35歳

36～40歳

41～45歳

46～50歳

51～55歳

56～60歳

61～65歳

66～70歳 －
－
71歳

3,520
2,950
3,890
3,400
4,420
3,670
5,360
4,190
6,830
4,900
8,820
5,490
11,790
6,690

2,547
1,229

2,464
2,065
2,723
2,380
3,094
2,569
3,752
2,933
4,781
3,430
6,174
3,843
8,253
4,683

2,774
1,337

1,936
1,623
2,140
1,871
2,431
2,019
2,948
2,305
3,757
2,696
4,851
3,020
6,485
3,680

3,024
1,460

1,161
974
1,284
1,122
1,458
1,211
1,769
1,383
2,254
1,617
2,910
1,812
3,891
2,208

3,306
1,603

387
325
428
374
486
404
589
461
751
539
970
604
1,297
736
1,966
995

3,632
1,768

－
－
72歳

－
－
73歳

－
－
74歳 75歳

　
掛
金
は
男
性
、
女
性
と
も
三
十
五
歳

以
下
は
一
定
、
そ
の
後
年
齢
に
応
じ
五

歳
ご
と
に
掛
金
が
変
わ
る
。
た
と
え
ば
、

男
性
四
十
五
歳
で
あ
れ
ば
、
掛
金
は
月

額
四
百
八
十
六
円
で
、
保
障
内
容
は
不

慮
の
事
故
に
よ
り
入
院
し
た
場
合
は
、

一
日
に
つ
き
千
六
百
五
十
円
の
入
院
給

付
金
、
病
気
死
亡
の
と
き
百
十
万
円
の

死
亡
保
険
金
が
保
証
さ
れ
る
。
十
四
歳

六
カ
月
超
七
十
歳
六
カ
月
以
下
の
方
が

加
入
で
き
る
た
だ
し
、
六
十
六
歳
以
上

は
死
亡
保
険
金
百
十
万
円
の
コ
ー
ス
の

み
に
な
る
。
更
新
は
七
十
五
歳
六
カ
月

ま
で
継
続
で
き
る
）。

商
工
中
金
の
東
日
本
大
震
災
復
興
特
別
貸
付

　
商
工
中
金
で
は
平
成
二
十
年
か
ら
危

機
対
応
業
務
（
損
害
担
保
付
貸
出
、
ツ

ー
ス
テ
ッ
プ
ロ
ー
ン
）
を
行
っ
て
お
り
、

今
回
の
東
日
本
大
震
災
に
つ
い
て
も
、

中
小
企
業
向
け
貸
出
が
実
施
さ
れ
て
い

る
の
で
、
紹
介
す
る
。

　
こ
の
貸
付
は
次
の
三
つ
の
特
長
を
掲

げ
て
い
る
。

①
貸
付
利
率
の
実
質
的
な
引
下
げ
（
当

初
三
年
間
最
大
一
・
四
％
の
利
子
補
給
）

②
貸
付
限
度
額
の
拡
充
（
東
日
本
大
震

災
災
害
復
旧
資
金
＝
三
億
円
　
東
日
本

大
震
災
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
資
金
＝
七

億
二
千
万
円
）

③
貸
出
期
間
の
長
期
化
（
最
長
二
十
年

間
、据
置
期
間
は
最
長
五
年
間
を
確
保
）

以
下
概
要
も
参
考
に
さ
れ
た
い
。

貸
付
制
度
の
概
要
（
別
表
）

■　貸付制度の概要

東日本大震災災害復旧資金 東日本大震災セーフティネット資金

対象者

資金使途

適用利率

利子補給

貸出限度

貸出期間
（据置期間）

残高3億円以内（組合は残高9億円以内） 残高7億2千万円以内

同左 商工中金所定の利率

最大0.5％

事業所、事業用資産、生産
設備、在庫等に被害を受け
た方、原子力発電所事故に
係る警戒区域等内の方
いわゆる「直接被害者」

短期資金：短期プライムレート
長期資金：基準利率

当初3年間（1億円まで）：

4年目以降又は1億円超（3億円まで）：
　　　　　　　　　　1.4％

　　　　　　　　　　0.5％

当初3年間（3千万円まで）：

4年目以降又は3千万円超（3億円まで）：
　　　　　　　　最大1.4％

　　　　　　　　最大0.5％

電力不足や風評被害など、
いわゆる二次被害を受けた
ことによる売上減少等に対
応するための設備資金、運
転資金

既存事業設備の復旧等のために必要な設備資金
在庫品の損壊・流失の補てん、生産・営業設備の補修等
により必要となる運転資金　等

直接被害者と相応の取引
（販売・仕入）があり、そ
の影響で売上が減少してい
る方
いわゆる「間接被害者」

震災により売上減少等の影
響がある方（風評被害等を
受けた　いわゆる「二次被害
者」　に加え、直接被害者・
間接被害者も対象）

●　中小企業等対象（東日本大震災復興特別貸付）

設備：20年以内（据置5年以内）
運転：15年以内（据置5年以内）

設備：15年以内（据置3年以内）
運転：15年以内（据置3年以内）

設備：15年以内（据置3年以内）
運転：　8年以内（据置3年以内）

　
全
木
協
連
が
運
営
す
る
中
型
グ
ル
ー

プ
共
済
は
、
傘
下
事
業
所
役
員
、
従
業

員
の
業
務
上
、
業
務
外
の
事
故
を
幅
広

く
保
障
す
る
生
命
共
済
保
険
。
開
始
以

来
三
十
七
年
を
迎
え
た
。
全
木
協
連
で

は
共
済
事
業
は
事
業
の
中
核
で
あ
り
、

今
年
度
重
点
的
に
加
入
推
進
に
あ
た
る

こ
と
に
し
て
い
る
。
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お
し
ら
せ経

済
セ
ン
サ
ス
の
実
施

平
成
　　
年
版

２３
木
材
Ｐ
Ｒ
ポ
ス
タ
ー
が
完
成

　平
成
　　
年
度
主
要
建
設
資
材

２３

　　　需
要
見
通
し

　　　　　木
材
は
前
年
度
比
横
ば
い

　
　
検
査
員
研
修
会
を
開
催

　
　
　
　
　
　
全
　
木
　
検

　
総
務
省
、
経
済
産
業
省
は
、
平
成
二

十
四
年
二
月
に
全
て
の
企
業
・
事
業
所

を
対
象
と
し
た
「
平
成
二
十
四
年
経
済

セ
ン
サ
ス
活
動
調
査
」
を
実
施
す
る
。

　
経
済
セ
ン
サ
ス
は
、
我
が
国
に
お
け

る
産
業
構
造
を
包
括
的
に
明
ら
か
に
す

る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
、
統
計

法
に
基
づ
く
も
の
。

　
支
社
等
を
有
す
る
企
業
本
社
に
は
六

月
中
旬
か
ら
事
業
所
確
認
が
行
わ
れ
る
。

　
今
年
の
木
材
Ｐ
Ｒ
用
ポ
ス
タ
ー
が
完

成
し
た
。
今
年
の
テ
ー
マ
は
、「
健
康
」

の
木
造
住
宅
を
訴
え
る
内
容
と
な
っ
て

い
る
。
住
宅
購
入
層
を
対
象
に
、
現
代

人
の
関
心
の
高
い
「
健
康
」
を
強
調
し

た
。
ま
た
、
時
勢
に
対
応
し
て
見
て
い

て
元
気
の
出
る
コ
ピ
ー
の
レ
イ
ア
ウ
ト

に
も
配
意
し
た
。

　
全
体
で
、
約
二
万
枚
を
作
成
し
、
各

都
道
府
県
木
連
を
中
心
に
、
日
常
Ｐ
Ｒ
、

イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
活
用
す
る
。

　
全
国
木
材
検
査
・
研
究
協
会
（
全
木

検
）
は
、
認
定
業
務
に
あ
た
る
検
査
員

養
成
の
た
め
、
六
月
九
〜
十
日
の
両
日

に
、
東
京
の
森
林
技
術
会
館
で
製
材
等

検
査
員
資
格
者
研
修
会
を
開
催
し
た
。

　
各
県
木
連
所
属
の
資
格
取
得
希
望
者

十
四
名
が
受
講
し
、
Ｊ
Ａ
Ｓ
法
、
Ｊ
Ａ

Ｓ
規
格
、
品
質
管
理
の
実
際
及
び
検
査

実
務
等
の
内
容
を
学
ん
だ
。

　
受
講
者
は
資
格
を
取
得
し
た
う
え
で
、

認
定
工
場
制
度
に
お
け
る
検
査
業
務
を

行
う
こ
と
と
な
る
。

　
国
土
交
通
省
が
公
表
し
た
「
平
成
二

十
三
年
度
主
要
建
設
資
材
需
要
見
通
し
」

に
よ
る
と
、
セ
メ
ン
ト
な
ど
の
他
の
資

材
が
前
年
度
比
で
増
加
す
る
中
で
、
木

材
は
、
前
年
度
比
変
わ
ら
ず
の
九
百
五

十
万
k
と
見
通
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、

住
宅
に
お
け
る
木
材
使
用
量
の
減
少
が

見
込
ま
れ
て
い
る
た
め
。

　
木
材
の
平
成
二
十
二
年
度
に
お
け
る

需
要
量
実
績
は
、
前
年
度
比
二
・
三
％

増
加
の
九
百
五
十
万
k
で
あ
っ
た
（
た

だ
し
、
平
成
二
十
二
年
度
実
績
に
は
、

東
日
本
大
震
災
の
影
響
に
よ
り
平
成
二

十
三
年
二
月
〜
三
月
の
岩
手
県
、
宮
城

県
及
び
福
島
県
分
の
出
荷
量
は
含
ま
れ

て
い
な
い
。）

　
主
要
建
設
資
材
需
要
見
通
し
に
つ
い

て
は
、
同
省
の
「
平
成
二
十
三
年
度
建

設
投
資
見
通
し
」
が
前
年
度
比
五
・
一

％
の
増
加
で
、
う
ち
政
府
建
設
投
資
は

八
・
四
％
の
増
加
、
民
間
建
設
投
資
は

二
・
九
％
の
増
加
と
見
通
さ
れ
て
い
る

こ
と
に
よ
る
。

資材名称

セメント

生コンクリート

骨　材

木　材

普通鋼銅材

アスファルト

砕　石

形　鋼

小形棒鋼

単　位

需　　要　　量 伸び率

万t

万k

万k

万k

万k

万t

万t

万t

万t

H21年度
実績値

H22年度
実績値

H23年度
見通し

4,273

8,603

24,375

11,869

928

1,738

370

736

230

4,161

8,528

24,267

11,703

950

1,847

379

745

180

4,400

9,100

25,900

12,200

950

1,840

390

750

225

－2.6％

－0.9％

－0.4％

－1.4％

2.3％

6.3％

2.6％

1.2％

－22.0％

5.7％

6.7％

6.7％

4.2％

0.0％

－0.4％

2.9％

0.7％

25.2％

23　2222　21
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〔流通部門〕

〔製造部門〕

当月の状況

来月の見通し

当月の状況

来月の見通し

プレカットの動向
受注後、加工ま
での待ち時間

3か月後相場予想

3か月後相場予想

販 売 量
仕 入 量
販 売 価 格
仕 入 価 格

販 売 量
仕 入 量
販 売 価 格
仕 入 価 格

米 材
南 洋 材
北 洋 材
国 産 材
建 材

米 材
南 洋 材
北 洋 材
国 産 材

販 売 量
仕 入 量
販 売 価 格
仕 入 価 格

販 売 量
仕 入 量
販 売 価 格
仕 入 価 格

頻度
乾燥材取引の

平成23年7月25日（月曜日） （第640号）（第三種郵便物認可）

23年6月分集計表
モニター数85　　回答数55　　回収率65％

モニター数108　　回答数61　　回収率56％

増加40％（22）
増加40％（22）
上昇11％（　6）
上昇27％（15）

増加38％（21）
増加29％（16）
上昇　5％（　3）
上昇16％（　9）

強　含　み
13％（　6）
23％（10）
20％（　9）
16％（　8）
32％（14）

増　　加
12％（　6）

保ち合い
72％（34）
58％（25）
69％（30）
60％（30）
45％（20）

変わらず
86％（44）

減少29％（16）
減少25％（14）
下降　7％（　4）
下降　5％（　3）

減少18％（10）
減少20％（11）
下降　9％（　5）
下降　9％（　5）

弱　含　み
15％（　7）
19％（　8）
11％（　5）
24％（12）
23％（10）

減　　少
　2％（　1）

変わらず31％（17）
変わらず35％（19）
変わらず82％（45）
変わらず68％（37）

変わらず44％（24）
変わらず51％（28）
変わらず86％（47）
変わらず75％（41）

変わらず42％（26）
変わらず42％（26）
変わらず66％（40）
変わらず56％（34）

変わらず36％（22）
変わらず53％（32）
変わらず70％（43）
変わらず70％（43）

増加28％（17）
増加23％（14）
上昇　8％（　5）
上昇11％（　7）

増加41％（25）
増加26％（16）
上昇　7％（　4）
上昇10％（　6）

強　含　み

1ヵ月以内
84％（10）

保ち合い
60％（15）
55％（11）
42％（　8）
52％（25）

1ヵ月
　8％（　1）

減少30％（18）
減少35％（21）
下降26％（16）
下降33％（20）

減少23％（14）
減少21％（13）
下降23％（14）
下降20％（12）

弱　含　み
　4％（　1）
　0％（　0）
11％（　2）
24％（12）

1ヵ月以上
　8％（　1）

展示会場

予　　定　　会　　場

関東・東北

中国・四国

東海・北陸

関東・東北

東海・近畿

九　　　州

審査予定月日

展示予定月日

目標展示

数　　量

　8月　3日　（　）水

　8月　4日　（　）木

　9月　7日　（　）水

　9月　8日　（　）木

　9月　8日　（　）木

　9月　9日　（　）金

10月　5日　（　）水

10月　6日　（　）木

10月18日　（　）火

10月19日　（　）水

11月22日　（　）火

11月28日　（　）月

1,000k

1,000k

1,000k

1,000k

1,000k

1,000k

東京木材市場株式会社

株式会社津山綜合木材市場

ウッドピア市売協同組合

株式会社伊万里木材市場

株式会社東海木材相互市場

丸宇木材市売株式会社

大口市場

北浜市場

36％（　9）
45％（　9）
47％（　9）
24％（12）

JAS　製材品普及推進展示会


